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令和３年度（２０２１年度）第１回東海市地域公共交通会議会議録 

 

○会議の名称 令和３年度（２０２１年度）第１回東海市地域公共交通会議 

○開 催 日 時 令和３年（２０２１年）６月２５日（金） 

午前１０時から午前１１時３０分まで 

○開 催 場 所 東海市役所３０２会議室（３階） 

○出 席 委 員 佐治錦三（会長）、山口清（副会長）嶋田喜昭（議長）、 

荻本正久、天野朝之、小林裕之、佐野達郎、久野兼幸、 

片桐眞砂子、濱屋卓義、大里美栄子、望月俊二、 

秋山和子、成田順一、坂野常夫、加古久夫、山内三奈、 

盛林克浩、横山和彦、久保田英男、澤木徹、大西彰 

○欠 席 委 員 豊田信昭、高橋時光、湯浅一成 

○事 務 局 総務部長、危機管理監、交通防犯課長、同統括主任、同主任２人 

○傍聴者の数 １人 

○議題及び審議の概要 

1. 開会のことば 

2. 会長あいさつ 

（会 長）市では、６５歳以上の高齢者の新型コロナワクチン接種を７月までに

終える予定で進めている。現在、６割以上の方が１回目の接種を終え

ている。併せて、国が求める１１月までに接種を希望される方全ての

接種を終えることができるように、組織改正をして対応している。こ

のような情勢の中、地域交通も大きな影響を受けているが、昨年１０

月に循環バスのダイヤを改正し、朝夕ダイヤの設置やバスロケーショ

ンシステムの導入をする等、改善に努めている。市内の公共交通をよ

り良いものとするため、委員の皆様にはそれぞれの立場から、建設的

な御意見をお願いしたい。 

3. 委員自己紹介 

事務局より座席表にて紹介 

4. 副会長、議長及び監事の選出について 

設置要綱第５条第３項に基づき、山口清委員を副会長に会長指名。同条第５項
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に基づき、嶋田喜昭委員を議長に会長指名。第１０条第１項規定に基づき大里

美栄子委員及び秋山和子委員を監事に会長指名。 

5. 報告事項 

  地域公共交通会議について 

   事務局及び中部運輸局愛知運輸支局による「地域公共交通会議」についての

説明。 

 令和２年度（２０２０年度）第３回会議録の確認について 

 令和２年度（２０２０年度）第４回書面協議の結果報告について 

 循環バスの利用状況等について 

事務局による資料１～資料３の説明 

 （議 長）利用者数が新型コロナウイルス感染症の影響で、前年の約７割程度と

なっているが、他の市町村でも同じ状況である。 

（委 員）新型コロナウイルス感染症の影響で利用者数が落ちている中で、今後

ダイヤの減便等は考えているのか。 

（事務局）現在、減便等は考えていない。 

（議 長）今は我慢の時期と捉え、ダイヤも改正したばかりなので減便等はせず

に様子を見ていく。 

（議 長）無料で乗車している高齢者の方は何割くらいいるのか。 

（事務局）４割程度となっている。 

（議 長）新型コロナウイルス感染症の影響が落ち着いてきたら、通勤通学等で

朝夕ダイヤを利用する人が増えることを期待したい。 

 地域公共交通確保維持改善事業の二次評価結果について 

事務局及び愛知県交通対策課による資料４の説明。  

（委 員）期待する取組の中で、バスロケーションシステムの導入と GTFS 化につ

いてはどのようになっているのか。 

（事務局）バスロケーションシステムについては、昨年度導入済みであり、GTFS

化については既に済んでいるが、データの Google へのアップロードが

まだ済んでいない。時期については未定である。 

（委 員）準備が整い次第、広報等で周知を図ってほしい。 

（議 長）GTFS がオープンになると、アプリ等での検索が可能になるため、利用
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者にとっては大変便利になるため、期待したい。 

（委 員）近隣市町との連携した取組は何か考えているのか。 

（事務局）今後、養父森岡線の開通や、知多市の健康増進施設が会館した際には、

大府市及び知多市への乗り入れを考えている。 

 障害者手帳アプリの取り扱いについて 

 タクシーを活用した新型コロナウイルスワクチン接種者の輸送について 

事務局による資料５、資料６の説明 

 （議 長）予約状況はどのくらいなのか。 

 （事務局）６月１８日現在で６６人の方が予約されている。 

 （議 長）他の市町でもこのような取組をしているのか。 

 （事務局）他市町でも、バスやタクシーを活用した輸送を行っている。 

6. 協議事項 

 令和２年度（２０２０年度）東海市地域公共交通会議決算書について 

事務局による資料７の説明 

 （委 員）負担金の中に知多市からの負担金が入っているのはなぜか。 

 （事務局）西知多総合病院内にあるバスロケーションシステムを知多市と共同利 

      用しているため、保守費用を両市で負担しているからである。 

 （議 長）負担割合はどのくらいなのか。 

 （事務局）立地割と人口割により、昨年度については東海市が１６２，０７０円、 

      知多市が７６，６３０円負担している。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 令和３年度（２０２１年度）東海市地域公共交通会議事業計画案について 

事務局による資料８の説明 

 （委 員）令和７年度事業からフィーダーの補助要件に地域公共交通計画の策定

が入ってくるが、計画の策定予定はあるのか。 

 （事務局）令和４年度に調査業務を委託し、令和５年度策定に向けて準備を進め 

ていく。 

 （議 長）現在は東海市地域公共交通網形成計画に基づいて事業を推進している   

      が、令和７年からは新しい地域公共交通計画を策定し、新しい計画に 
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      基づいて事業を進めていかないと補助がもらえないということなので、 

      来年から計画策定に向けて動き出すということでよいか。 

 （事務局）はい。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 令和４年度（２０２２年度）生活交通確保維持改善計画案について 

事務局による資料９の説明 

（委 員）事業の目標値について、令和２年度実績が大幅に落ち込んでいる中、

新型コロナウイルスの影響を受ける前の計画に基づく目標値設定でよ

いのか。その場合は、「新型コロナウイルスの影響により目標値を見

直すことがある」等の追記をしてはどうか。 

（事務局）追記させていただく。 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 東海市公共交通網形成計画の推進について 

事務局による資料１０の説明 

（委 員）８年間の計画の中で、４年目に中間評価をするとあるが、実際に     

どのような評価を行ったのか。 

（事務局）事務局において簡単な分析を行い、計画の推進時の参考にしている。 

（委 員）バスの乗り方教室は、小学生だけでなく、高齢者の移動手段の確保     

の観点からも高齢者向けの教室も検討すべきではないか。 

（議 長）高齢者の方が免許返納前に実際にバスに乗って体験するということ     

は大変重要で、体験することでバスへの不安がなくなり、免許返納     

の決断につながることもある。 

（事務局）検討していく。 

（議 長）現在、どのくらいの小学校で乗り方教室を実施したのか。 

（事務局）平成２９年からの４年間で、１２校中６校で実施した。 

（委 員）横断歩道や交差点付近のバス停での安全確保のため、乗り方教室で     

バス停の直前直後での道路の横断禁止、バスの車体の大きさによる     

死角の話をしてほしい。 
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（議 長）教室では誰が説明しているのか。 

（事務局）説明は事業者である知多乗合株式会社さんにお願いしているの      

で、今年度の実施の際には説明に加えていただく。  

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

 東海市循環バス北ルート系統①第２便の運行経路の一部変更について 

事務局による資料１１の説明 

＜議長による承認採決＞ 

（一 同）承認 

7. 閉会のことば 


